
市議会のくわしい情報、会議の映像は
ホームページで公開しています

スマートフォンはこちらから ➡
浜松市議会

新型コロナウイルスの感染拡大防止に御協力をお願いします
　・手洗い・うがいを励行しましょう
　・密閉、密集、密接の３つの密を避けましょう
　・感染リスクの高い地域への移動を避けましょう
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◎補正予算などを可決
 ２月22日の本会議では、19日に上程し、環境
経済委員会で審査した早期議決が必要な２年度
一般会計補正予算の採決に当たり、１議員から
反対討論があり、採決した結果、原案のとおり
可決しました。
　また、３月１日の本会議では、2月19日に上
程し、各常任委員会で審査した２年度関係議案
27件の採決に当たり、１議員から一般会計補
正予算に対する反対討論があり、採決した結果、
いずれも原案のとおり可決しました。

◎市長が施政方針を表明
　３月１日の本会議では、3年度関係議案の上程の後、市長から施政方針の表明がありまし
た。その中で、ウィズコロナの時代には感染拡大防止と社会経済活動の両立を図るデュア
ルモード（二重の様式を持つ）社会の構築が必要となり、デジタル化の推進や、デュアル
モードを生かした施策を積極的かつ着実に進め、活力に満ちた浜松の未来を創造していく
との決意が述べられました。

◎代表・一般質問に10議員
　３月10日の本会議では、３会派が代表質問を、11日及び12日の本会議では、７人の議
員が一般質問を行い、市政の諸課題について市の考えをただしました。

◎３年度関係議案を可決
　３月 24 日の本会議では、12 日に追加上程した議案を含めた３年度関係議案 39 件につ
いて、各常任委員長から審査の経過と結果が報告された後、１議員から３年度一般会計予
算など 13 議案に対する反対討論、１議員から３年度一般会計予算に対する賛成討論があ
り、採決した結果、いずれも原案のとおり可決しました。
　また、副市長選任など人事案件５件に同意したほか、議会提出議案として、議員の出産
に伴う会議の欠席期間の範囲などを規定する会議規則の一部改正及び意見書５件を可決し
ました。

３年度施政方針を表明する鈴木市長

２月定例会は、２月19日から３月24日までの34日間にわたって開催しました。

  ３年度予算　総額6434億円を可決  
 デュアルモード社会構築に向けデジタル化推進や企業支援に重点　

2月
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可 決 し た 主 な 議 案
３年度一般会計予算　　  　総額3501億円
◆新型コロナウイルスワクチン接種の実施体制

の整備　　　　　　　　　　30億9432万円
◆ビーチ・マリンスポーツ推進のため、国際大

会が可能なコートの設計などの環境整備と情
報発信やイベントの開催　　　　  6314万円

◆協働センターなどの会議室へＷｉ‐Ｆｉルータ
ーを整備　　　　　　　　　　　　310万円

◆市外からの移住者に対して住宅取得や移転にかか
る経費を助成　　　　　　　　　　　6500万円

◆小・中学校の児童・生徒へのタブレット型端末の
整備及びICT支援員の配置と校舎外で使用するモ
バイルルーターの検証導入　　　12億5473万円

◆放課後児童会拡充のための施設整備と既存施設の
改修　　　　　　　　　　　　　５億1187万円

◆インターネット上に開設したオンラインアンテナ
ショップの運営やキャンペーンの実施　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　１億454万円

◆スタートアップ企業の育成支援や拠点居住、
ワーケーションの拠点整備などベンチャー企
業誘致のための環境整備　　　5億3398万円

◆天竜材を使用して非住宅建築物などを木造・
木質化する経費を助成　　　　　2500万円

◆公用車への電気自動車導入と充電用コンセン
トの設置　　　　　　　　　　　2897万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

※１

学校給食の公会計化に伴う条例整備
・学校給食の実施及び学校給食費の管理に関する条例の制定

４年度からの学校給食費公会計化へ向けて、教
職員の負担軽減や学校給食の安定的な実施につ
なげる仕組みを整えます。

新川モールの条例整備
・新川モール条例の制定

利用時間や利用料など必要な事項を定め、新川
モールをイベントや物産展開催などの利活用が
可能な憩いの場所として整備します。

江之島地区に整備予定のビーチコート計画イメージ図

新川モール整備後イメージ図

可 決 し た 意 見 書
◆持続的な汚水処理システム構築における国の支援を求める意見書
◆新型コロナウイルス感染症の影響による自殺防止対策を講じる地方公共団体へのさらなる支援を求める意見書
◆2050年二酸化炭素実質排出ゼロに向けた地方公共団体への財政措置等を求める意見書
◆デジタル手続法に基づくマイナンバーカード普及に向けた基盤整備等を求める意見書
◆地方自治体のデジタル化の着実な推進を求める意見書

意見書とは、国や県などが実施すべき事項について、議会の意思を意見とし
てまとめ、内閣総理大臣や関係行政機関などに対して提出するものです。

消防団庁舎と放課後児童会の複合施設イメージ図
（北浜小学校隣接地）

3

◎可決した主な議案

波線（           ）については、10ページの用語解説を御覧ください



4

◎行政区再編に関する協議の経過

　行政区の再編については、行財政改革・大都市制度調査特別委員会において協議
を進めています。
　令和３年２月・３月の協議では、各会派から出された13案の中から区割り案のた
たき台として２区案から４区案まで、それぞれ２つの案の計６案を決定しました。

　この６案は、再編後における最適な区の在り方を考える上での議論のたたき台と
して選択したものであり、今後はこの２区から４区までの案を基に、住民サービス
や住民自治のあり方を検討し、区割り案の一本化に向けて協議していきます。

市議会では、市民の皆さんに分かりやすいように、
　　　　　　丁寧な議論をスピード感を持って進めていきます

　協議の経過はこちらから
区制度協議の経過

　行政区再編に関する
　　　　　　協議の経過

　区割り案のたたき台が決定したことから、
４月に開催された各区協議会及び各区自治会
連合会に特別委員会委員長などが出向き、た
たき台の選定の理由など、決定に至った経緯
を説明しました。

西区自治会連合会

たたき台決定の経緯説明を実施しました

２ 区 案 ３ 区 案 ４ 区 案



常
任
委
員
会
の
状
況
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員

会

厚
生
保
健
委
員
会

協
働
セ
ン
タ
ー
等
Ｗ
ｉ
‐

Ｆ
ｉ
整
備
事
業
に
つ
い
て

当
局
説
明
協
働
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
会
議
室
で
利
用

者
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

会
議
や
講
座
を
開
催
で
き

る
よ
う
、
各
館
の
１
部
屋

に
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
を
整
備
す

る
も
の
で
あ
る
。

質
疑
利
用
料
は
徴
収
す

る
の
か
。

答
弁
今
回
は
モ
デ
ル
的

に
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
を
整
備
す

る
こ
と
か
ら
、
３
年
度
は

利
用
料
を
徴
収
し
な
い
方

向
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

設
計
書
情
報
提
供
シ
ス
テ

ム
構
築
事
業
に
つ
い
て

当
局
説
明
金
入
り
設
計

書
の
情
報
公
開
に
係
る
事

務
手
続
を
自
動
化
す
る
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
り
、

事
務
処
理
時
間
を
削
減
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

職
員
の
負
担
軽
減
を
図
る

ル
語
に
よ
る
案
内
を
掲
載

す
る
ほ
か
、
外
国
籍
の
市

民
向
け
の
案
内
サ
イ
ト
に

つ
な
が
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

記
載
し
て
配
慮
し
て
い
き

た
い
。

質
疑
集
団
接
種
会
場
に

お
い
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

後
の
副
反
応
に
よ
っ
て
体

調
不
良
と
な
る
人
が
生
じ

た
場
合
の
対
応
は
。　

答
弁
特
に
重
篤
な
副
反

応
で
あ
る
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
に
つ
い
て
は
、
発
症

時
に
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
を
適

切
に
注
射
す
る
こ
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で
回

復
す
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こ
と
か
ら
、
必
要
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医
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会
場
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常
備
す
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。
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種

前
の
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ア
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ル
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認
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後
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最
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分
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の
医
師
に
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る
健
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察
を
実
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す

Ｓ
Ｎ
Ｓ
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用
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者

相
談
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援
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質
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実
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を
２
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度

の
60
日
か
ら
約
20
日
間
増

や
す
理
由
は
。

答
弁
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
相
談

の
引
継
ぎ
先
で
あ
る
若
者

相
談
支
援
窓
口
「
わ
か
ば
」

の
対
応
可
能
な
件
数
を
考

慮
し
て
増
や
し
た
も
の
で

あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て

増
や
し
て
い
き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
事
業
に
つ
い

て質
疑
外
国
籍
の
市
民
へ

の
対
応
は
。

答
弁
住
民
登
録
が
あ
る

外
国
籍
の
市
民
は
接
種
対

象
と
な
り
、
国
籍
を
問
わ

ず
年
齢
に
応
じ
て
順
次
、

接
種
券
を
送
付
す
る
。
な

お
、
接
種
券
送
付
の
際
、

封
筒
に
英
語
や
ポ
ル
ト
ガ

35
％
程
度
と
見
込
ん
で
い

る
。
大
規
模
改
修
工
事
の

進
捗
率
が
低
い
状
況
で
は

あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は

順
調
に
推
移
し
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

包
括
外
部
監
査
契
約
締
結

に
つ
い
て

質
疑
こ
れ
ま
で
包
括
外

部
監
査
人
が
３
年
で
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代

し
て
い
る
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由
は
。

答
弁
地
方
自
治
法
で
は

３
年
を
超
え
て
包
括
外
部

監
査
人
を
選
任
で
き
な
い

規
定
が
あ
る
。
ま
た
、
専

門
性
や
外
部
性
を
持
ち
、

本
市
の
行
財
政
事
情
に
精

通
し
た
包
括
外
部
監
査
人

を
選
任
し
た
い
と
い
う
意

図
の
ほ
か
、
３
年
間
で
本

市
の
行
財
政
運
営
へ
の
理

解
が
深
ま
り
、
よ
り
よ
い

外
部
監
査
が
実
施
さ
れ
る

と
い
う
考
え
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

も
の
で
あ
る
。

質
疑
削
減
し
た
時
間
を

ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の

か
。答

弁
職
場
内
で
の
技
術

伝
承
や
、
現
場
研
修
会
へ

の
参
加
な
ど
、
技
術
職
員

の
技
術
力
向
上
の
た
め
に

活
用
し
て
い
く
。

公
共
建
築
物
長
寿
命
化
推

進
事
業
に
つ
い
て

質
疑
公
共
建
築
物
長
寿

命
化
計
画
の
進
捗
率
は
。

答
弁
２
年
度
末
の
時
点

で
、
屋
根
・
外
壁
な
ど
の

小
規
模
改
修
工
事
で
は
計

画
値
43
％
に
対
し
て
進
捗

率
66
％
、
空
調
・
受
変
電

な
ど
の
設
備
改
修
で
は
計

画
値
43
％
に
対
し
て
進
捗

率
28
％
、
大
規
模
改
修
工

事
で
は
計
画
値
45
％
に
対

し
て
進
捗
率
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％
で
あ
る
。

全
体
の
平
均
で
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計
画
値

43
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に
対
し
て
進
捗
率
は
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こ
と
と
し
て
い
る
。　

病
院
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
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の
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改
正
に

つ
い
て

質
疑
20
床
あ
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佐
久
間

病
院
の
療
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床
を
廃
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す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
廃

止
後
の
ス
ペ
ー
ス
の
利
用

方
法
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。

答
弁
一
般
病
床
の
入
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患
者
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の
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、
リ
ハ

ビ
リ
テ
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シ
ョ
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び

相
談
室
に
転
用
し
、
入
院

環
境
を
充
実
さ
せ
る
予
定

で
あ
る
。

●●
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●
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◎常任委員会の状況

３
月
15
日
、16
日
に
開
催
し
た
各
委
員
会
で
の
審
査
の
概
要
で
す

ワクチン接種のシミュレーション
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委
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●

グ
ロ
ー
バ
ル
も
の
づ
く
り

企
業
連
携
事
業
に
つ
い
て

当
局
説
明
最
先
端
の
技

術
力
を
持
ち
、
ス
※
１

タ
ー
ト

ア
ッ
プ
先
進
国
と
言
わ
れ

る
イ
ス
ラ
エ
ル
に
ミ
ッ
シ

ョ
ン
団
を
派
遣
し
、
本
市

の
も
の
づ
く
り
企
業
と
の

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
に

つ
な
げ
る
も
の
で
あ
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。

質
疑
ミ
ッ
シ
ョ
ン
団
の

構
成
メ
ン
バ
ー
や
派
遣
の

時
期
は
。

答
弁
メ
ン
バ
ー
は
現
在

検
討
中
だ
が
、
多
く
て
も

20
人
程
度
を
想
定
し
て
い

る
。
多
く
の
企
業
か
ら
参

加
希
望
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

団
長
の
人
選
を
含
め
て
今

後
精
査
し
て
決
定
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
状
況
に
も
よ
る
が
、

３
年
度
後
半
に
実
施
す
る

見
込
み
で
あ
る
。

小
型
自
動
車
競
走
場
新
企

画
レ
ー
ス
開
催
事
業
に
つ

い
て当

局
説
明
他
の
公
営
競

ハ
マ
ラ
イ
フ
住
宅
取
得
費

等
助
成
事
業
に
つ
い
て

質
疑
市
外
か
ら
の
移
住

者
の
住
宅
取
得
に
係
る
補

助
金
を
創
設
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
そ
の
経
緯
は
。

答
弁
移
住
相
談
の
中
で
、

住
宅
に
関
す
る
内
容
が
増

え
て
き
た
こ
と
や
、
周
辺

都
市
で
同
様
の
補
助
制
度

が
整
備
さ
れ
、
移
住
者
が

他
都
市
へ
流
れ
る
可
能
性

を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。

中
央
図
書
館
大
規
模
改
修

事
業
に
つ
い
て

質
疑
再
開
ま
で
１
年
以

上
休
館
す
る
が
、
持
ち
出

し
禁
止
資
料
の
閲
覧
の
取

扱
い
は
。

答
弁
持
ち
出
し
禁
止
資

料
の
う
ち
、
郷
土
資
料
室

に
配
架
さ
れ
て
い
る
も
の

は
、
事
前
予
約
の
上
、
臨

時
事
務
所
で
の
閲
覧
を
検

討
し
て
い
る
。

質
疑
改
修
に
当
た
り
、

知
の
拠
点
と
し
て
の
機
能

を
充
実
さ
せ
る
と
の
こ
と

は
通
学
路
で
あ
り
、
平
日

朝
７
時
か
ら
８
時
ま
で
歩

行
者
専
用
道
路
と
な
る
こ

と
か
ら
、
警
察
と
調
整
し
、

通
行
許
可
を
取
る
な
ど
出

動
に
支
障
の
な
い
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
。

質
疑
出
動
・
帰
庁
時
の

安
全
を
ど
の
よ
う
に
確
保

す
る
の
か
。

答
弁
道
路
は
幅
員
4.7
メ

ー
ト
ル
と
狭
い
こ
と
か
ら
、

安
全
確
保
を
担
当
す
る
団

員
の
配
置
を
考
え
て
い
る
。

市
有
財
産
の
無
償
譲
渡
に

つ
い
て
（
万
斛
庄
屋
公
園

建
屋
）

質
疑
母
屋
の
改
修
に
つ

い
て
譲
渡
先
か
ら
の
提
案

内
容
は
。

答
弁
安
全
・
安
心
に
使

え
る
建
物
に
す
る
こ
と
を

第
一
と
考
え
、
建
物
を
軽

く
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
２
階
を
取
り
除
き
、

平
屋
建
て
だ
っ
た
頃
の
外

観
に
復
元
す
る
提
案
を
受

け
て
い
る
。

土
木
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

機
器
更
新
事
業
に
つ
い
て

質
疑
災
害
対
策
用
パ
ソ

コ
ン
の
配
備
先
を
５
拠
点

か
ら
11
拠
点
に
増
や
す
と

の
こ
と
だ
が
、
新
た
な
配

備
先
は
。　
　

答
弁
従
来
は
本
庁
と
４

か
所
の
土
木
整
備
事
務
所

に
配
備
さ
れ
て
い
た
が
、

区
役
所
及
び
協
働
セ
ン
タ

ー
に
所
在
す
る
土
木
グ
ル

ー
プ
６
拠
点
を
追
加
す
る
。

質
疑
配
備
先
を
増
や
す

こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答
弁
河
川
監
視
カ
メ
ラ

の
映
像
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
確
認
で
き
、
よ
り
迅
速

な
災
害
対
応
が
可
能
に
な

る
。

浜
北
第
３
分
団
庁
舎
・
北

浜
小
学
校
放
課
後
児
童
会

の
複
合
施
設
建
設
事
業
に

つ
い
て

質
疑
分
団
庁
舎
に
隣
接

す
る
道
路
の
交
通
規
制
へ

の
対
応
は
。

答
弁
敷
地
北
側
の
道
路

技
の
開
催
が
少
な
い
午
前

の
早
い
時
間
帯
に
本
場
で

レ
ー
ス
を
実
施
し
、
続
い

て
他
場
で
開
催
さ
れ
る
ナ

イ
タ
ー
レ
ー
ス
と
組
み
合

わ
せ
、
売
上
げ
及
び
収
益

の
増
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

質
疑
来
場
者
が
通
勤
時

間
帯
と
重
な
り
、
交
通
渋

滞
を
引
き
起
こ
す
こ
と
は

な
い
か
。

答
弁
開
門
時
間
は
午
前

９
時
ま
た
は
９
時
30
分
を

想
定
し
て
お
り
、
一
部
通

勤
時
間
に
重
な
る
可
能
性

も
あ
る
が
、
開
門
よ
り
何

時
間
も
早
く
来
る
利
用
客

は
見
ら
れ
な
い
た
め
、
問

題
な
い
と
考
え
て
い
る
。

だ
が
、
具
体
的
な
内
容
は
。

答
弁
郷
土
資
料
室
と
参

考
図
書
室
を
一
体
化
さ
せ
、

調
査
・
相
談
業
務
の
効
率

化
を
図
る
ほ
か
、
子
育
て

世
代
に
も
過
ご
し
や
す
い

空
間
に
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
。

い
※
２

っ
か
も
な
い
か
事
業
に

つ
い
て

当
局
説
明
天
竜
区
水
窪

町
の
情
報
が
得
ら
れ
る
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
に
誘
導
す
る

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
印
刷
し
た

小
包
用
段
ボ
ー
ル
箱
を
町

内
の
住
民
に
配
付
し
、
町

内
か
ら
出
て
暮
ら
す
家
族

へ
特
産
品
な
ど
を
送
る
際

に
活
用
願
う
も
の
で
あ
る
。

質
疑
事
業
の
狙
い
は
。

答
弁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

通
し
て
水
窪
町
出
身
者
な

ど
と
地
域
情
報
を
共
有
し

た
上
で
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
地
域
活
動
へ
の
応
援
を

募
集
し
て
つ
な
が
り
を
築

き
、
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

●

●

●

●

●

●

●

6

◎常任委員会の状況

浜松オートレース場
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◎代表質問

質
問

行
政
区
の
再
編
に

当
た
り
、
今
後
の
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
手
続
を
ど
う
進

め
る
考
え
か
。
ま
た
、
相

談
業
務
な
ど
に
仮
想
空
間

の
技
術
を
活
用
し
て
対
応

す
る
考
え
は
あ
る
か
。　

答
弁

連
絡
ご
み
収
集
や

乳
幼
児
相
談
の
予
約
受
付

な
ど
の
手
続
は
、
先
行
モ

デ
ル
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン

化
し
て
い
る
。
今
後
も
オ

ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め
つ
つ
、

対
応
が
難
し
い
場
合
に
は
、

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
で

協
働
セ
ン
タ
ー
と
区
役
所

や
本
庁
を
つ
な
ぐ
方
法
や
、

相
談
対
応
で
き
る
職
員
を

把
握
す
る
ツ
ー
ル
を
活
用

し
た
効
率
的
な
対
応
な
ど

を
検
討
し
、
引
き
続
き
対

面
で
対
応
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
近
年
、
仮
想
現

実
な
ど
の
先
端
技
術
が
急

速
に
進
展
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
市
民
の
相
談
対
応

に
お
い
て
、
遠
隔
で
も
心

理
的
に
安
心
し
て
利
用
で

き
る
最
適
な
手
法
を
研
究

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
施
政
方
針
に
あ
る
デ
ュ

ア
ル
モ
ー
ド
推
進
と
は

②
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向
け

て
の
課
題
と
対
策
は　

③
津
波
防
災
意
識
の
継
続

に
向
け
た
啓
発
を　
　

自由民主党浜松
戸田　誠

区
再
編
に
向
け
遠
隔
で
も

温
か
み
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を

完成した防潮堤

３
月
10
日
に
は
、会
派
を
代
表
し
て
３
人
の
議
員
が

質
問
を
行
い
ま
し
た

質
問

行
政
区
再
編
の
議

論
で
は
、
区
役
所
が
遠
く

な
る
こ
と
を
懸
念
す
る
声

も
あ
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
化

の
進
展
に
よ
り
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
も
見
込
ま
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
市

の
手
続
案
内
サ
ー
ビ
ス
の

取
組
状
況
は
ど
う
か
。　

答
弁

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
、
多
様
な
媒

体
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
３
年

度
末
に
完
成
予
定
で
あ
る

が
、
先
行
し
て
市
の
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
「
し
ゃ
ん
べ
ぇ

情
報
局
」
で
、
住
民
票
な

ど
の
手
続
に
関
す
る
質
問

に
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
が
会

話
形
式
で
応
答
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
て
お
り
、

応
答
数
は
１
日
１
２
０
０

件
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
音
声
で
操
作
で

き
る
Ａ
Ｉ
ス
ピ
ー
カ
ー
は

年
齢
を
問
わ
ず
利
用
し
や

す
い
こ
と
か
ら
、
３
月
末

ま
で
に
ア
レ
ク
サ
で
の
サ

ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
整
備

エ
リ
ア
と
提
供
時
期
は

②
高
齢
者
の
サ
ポ
カ
ー
購

入
に
市
独
自
の
助
成
を

③
公
共
施
設
へ
電
気
自
動

車
充
電
設
備
の
整
備
を

市民クラブ
平間　良明

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
で

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を　

花川運動公園の急速充電設備

 
代
表
質
問

質
問

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
で
１
人
１
台
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
を
配
備

し
て
い
く
こ
と
に
伴
い
、

教
室
内
の
照
度
の
確
保
な

ど
、
適
切
な
学
習
環
境
の

整
備
が
必
要
と
な
る
が
、

今
後
の
対
策
は
ど
う
か
。

答
弁
学
校
環
境
衛
生
基

準
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
を
使
用
す
る
教
室
な
ど

の
照
度
は
500
～
１
０
０
０

ル
ク
ス
程
度
が
望
ま
し
い

と
さ
れ
て
お
り
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
型
端
末
の
配
備
に
合

わ
せ
、
300
ル
ク
ス
を
下
限

値
と
し
て
い
た
普
通
教
室

な
ど
に
お
い
て
も
、
基
準

に
見
合
う
適
切
な
学
習
環

境
の
整
備
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

　
３
年
度
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の

交
換
に
向
け
た
照
明
器
具

の
設
置
状
況
調
査
を
予
定

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
は
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

普
通
教
室
な
ど
の
照
度
が

基
準
に
満
た
な
い
学
校
を

優
先
に
、
必
要
な
施
設
整

備
を
実
施
し
て
い
く
。　

そ
の
他
の
質
問

①
区
再
編
で
住
民
理
解
を

得
る
た
め
の
対
策
は　

②
ス
※
３

ー
パ
ー
シ
テ
ィ
で
の

個
人
情
報
保
護
対
策
は

③
浜
北
区
役
所
跡
地
利
用

は
交
通
渋
滞
に
配
慮
を

日本共産党浜松市議団
北島　定

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
配
備
に

向
け
教
室
内
照
度
確
保
を

浜北区役所跡地
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◎一般質問 
一
般
質
問

質
問

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、
音
楽
団
体
が
コ
ン
サ

ー
ト
な
ど
を
開
催
す
る
際

に
、
映
像
配
信
技
術
を
利

用
し
や
す
い
よ
う
サ
ポ
ー

ト
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁

ホ
ー
ル
の
利
用
者

向
け
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
は
、
現
在
ア
ク
ト
シ

テ
ィ
浜
松
に
整
備
さ
れ
て

お
り
、
備
品
や
持
込
み
機

材
を
用
い
る
こ
と
で
映
像

配
信
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
３
年
度
に
は
、
一
定

規
模
の
客
席
数
を
有
す
る

市
民
音
楽
ホ
ー
ル
や
浜
北

文
化
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

も
、
演
奏
会
の
映
像
配
信

が
可
能
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
を
整
備
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
利
用
に
当
た
っ

て
は
、
会
場
使
用
料
以
外

の
追
加
料
金
を
徴
収
し
な

い
こ
と
で
施
設
利
用
者
の

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

様
々
な
音
楽
イ
ベ
ン
ト
が

デ
ュ
ア
ル
モ
ー
ド
で
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
分
か
り

や
す
く
伝
え
る
よ
う
努
め

て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
子
供
相
談
窓
口
チ
ャ
イ

ル
ド
ラ
イ
ン
と
連
携
を

②
ご
み
減
量
推
進
に
向
け

さ
ら
な
る
啓
発
を　
　

③
新
た
な
災
害
情
報
伝
達

　
手
段
と
今
後
の
運
用
は

山崎　とし子
公明党

音
楽
団
体
主
催
の
公
演
に

映
像
配
信
技
術
の
支
援
を

３
月
11
日
、12
日
に
は
、７
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た

質
問

コ
ロ
ナ
禍
で
、
校

外
適
応
指
導
教
室
に
通
う

児
童
・
生
徒
は
、
復
習
は

で
き
る
が
次
の
ス
テ
ッ
プ

に
進
み
づ
ら
い
状
況
に
あ

る
。
そ
こ
で
、
学
び
の
保

障
を
ど
の
よ
う
に
果
た
し

て
い
く
考
え
か
。　
　
　

答
弁

校
外
適
応
指
導
教

室
で
は
、
児
童
・
生
徒
が

自
主
学
習
を
し
て
い
る
が
、

個
々
の
学
び
に
は
支
援
員

が
寄
り
添
い
、
学
習
内
容

の
理
解
を
深
め
る
よ
う
支

援
し
て
い
る
。
今
後
は
１

人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
型

端
末
の
導
入
に
伴
い
、
主

体
的
で
無
理
の
な
い
学
び

が
可
能
と
な
り
、
在
籍
校

と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ぶ
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

学
校
外
か
ら
も
授
業
参
加

が
可
能
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
対
面
と

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
、

学
校
に
通
っ
て
い
る
児
童

生
徒
と
の
学
力
格
差
を
軽

減
し
、
個
別
最
適
化
に
向

け
た
学
び
を
保
障
し
て
い

く
。そ

の
他
の
質
問

①
公
共
交
通
空
白
地
に
自

家
用
有
償
旅
客
運
送
を

②
ご
み
屋
敷
な
ど
の
対
策

の
た
め
条
例
整
備
を　

③
中
山
間
地
の
森
林
を
利

用
し
た
新
産
業
創
出
を

井田　博康
自由民主党浜松

校
外
適
応
指
導
教
室
に
通

う
子
供
に
学
び
の
保
障
を

都市部の学校からの森林体験研修

質
問

デ
ジ
タ
ル
地
域
通

貨
は
、
市
民
生
活
の
最
適

化
や
利
便
性
に
貢
献
し
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
対
す
る
市

民
の
理
解
も
深
ま
る
が
、

導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁

デ
ジ
タ
ル
地
域
通

貨
は
、
資
金
を
地
域
内
で

循
環
さ
せ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
が
、
地
域
独
自

の
仕
組
み
の
た
め
、
導
入

経
費
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

一
方
、
元
年
７
月
に
実
施

し
た
既
存
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
に
よ

る
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
は
、

導
入
経
費
が
不
要
で
あ
り
、

既
に
広
く
浸
透
し
て
い
た

こ
と
で
効
率
的
に
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
た
。　
　

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

今
後
は
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

事
業
と
の
連
携
な
ど
、
既

存
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
サ
ー
ビ
ス
を
地
域
限
定

で
活
用
す
る
こ
と
や
、
自

治
体
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
な

ど
、
拡
張
性
の
あ
る
仕
組

み
を
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
断
ら
な
い
相
談
支
援
体

制
に
向
け
た
考
え
は　

②
積
極
的
な
健
康
経
営
に

向
け
た
取
組
方
針
は　

③
子
供
の
貧
困
対
策
事
業

に
Ｃ
※
４

Ｆ
の
活
用
を　
　

稲葉　大輔
自由民主党浜松

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
導
入

の
考
え
は

子供の貧困対策を目的とした学習支援

浜北文化センター大ホール

・

※ＣＦ・・・クラウドファンディング
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◎一般質問

質
問

コ
ロ
ナ
禍
で
急
激

に
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
中
、

自
治
会
活
動
に
お
け
る
デ

ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
ニ
ー
ズ
調
査
を
実

施
す
る
な
ど
の
具
体
的
な

支
援
策
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
弁

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時

代
の
自
治
会
活
動
に
お
い

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

会
議
な
ど
の
開
催
は
活
動

の
継
続
に
有
効
な
方
法
で

あ
る
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
は
、
若
者
や
女

性
の
参
画
の
間
口
を
広
げ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
重
要
か
つ
必
須

の
取
組
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
デ
ジ
タ
ル
活

用
講
座
を
開
催
し
、
デ
ジ

タ
ル
化
が
自
治
会
活
動
の

負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
こ

と
を
広
く
伝
え
る
と
と
も

に
、
自
治
会
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
対
す
る
興
味
や
ニ
ー

ズ
を
調
査
し
、
運
営
が
円

滑
に
進
む
よ
う
、
自
治
会

連
合
会
と
協
働
で
取
り
組

ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
本
市
経
済
の
現
状
と
今

後
の
経
済
対
策
は　
　

②
美
術
館
の
価
値
を
高
め

る
取
組
を　
　
　
　
　

③
森
林
整
備
促
進
と
天
竜

材
の
普
及
啓
発
を　
　

平野　岳子
自由民主党浜松

各
自
治
会
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
を

天竜材を活用し木質化した市役所ロビー

質
問
夏
に
飛
来
す
る
コ

ア
ジ
サ
シ
は
、
絶
滅
危
惧

Ⅱ
類
に
指
定
さ
れ
、
国
際

的
な
保
護
が
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、
繁
殖
密
度
の
高

い
エ
リ
ア
を
保
護
柵
で
囲

う
な
ど
の
考
え
は
な
い
か
。

答
弁
コ
ア
ジ
サ
シ
の
繁

殖
地
の
保
全
に
つ
い
て
は
、

舞
阪
海
岸
の
一
部
を
保
護

エ
リ
ア
と
し
て
、
く
い
や

ロ
ー
プ
、
啓
発
看
板
を
設

置
し
、
繁
殖
期
の
立
入
り

を
禁
止
し
て
い
る
。
防
潮

堤
工
事
に
よ
り
一
時
撤
去

し
て
い
た
が
、
工
事
完
了

に
伴
い
３
年
３
月
ま
で
に

再
設
置
す
る
よ
う
県
と
協

議
を
行
っ
て
い
る
。　
　

　
繁
殖
地
は
、
人
に
よ
る

被
害
の
ほ
か
、
自
然
災
害

や
天
敵
の
影
響
も
受
け
や

す
く
、
今
後
は
保
護
団
体

協
力
の
も
と
、
繁
殖
の
確

認
時
に
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
報
道
機
関
を
利
用
し

て
周
知
を
図
り
、
ひ
な
の

巣
立
ち
ま
で
見
守
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
注
意
喚
起
を

し
、
保
護
に
努
め
る
。　

そ
の
他
の
質
問

①
社
会
に
率
先
し
て
市
が

不
妊
治
療
休
暇
導
入
を

②
積
極
的
な
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
削
減
施
策
を

③
資
源
物
の
回
収
に
「
ネ

ッ
ト
」
の
利
用
推
進
を

馬塚　彩矢香
市民サポート浜松

希
少
種
の
繁
殖
地
保
護
の

た
め
周
知
や
立
入
規
制
を

コアジサシの親子

質
問

地
域
防
災
に
関
わ

る
人
材
の
確
保
と
育
成
は

ど
う
か
。
ま
た
、
女
性
の

参
画
に
つ
い
て
の
考
え
は

ど
う
か
。　
　
　
　
　
　

答
弁

将
来
に
わ
た
り
地

域
防
災
力
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、
新
た
な
人
材
確

保
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー

養
成
研
修
会
の
開
催
や
、

小
・
中
学
生
対
象
に
防
災

学
習
セ
ン
タ
ー
で
体
験
学

習
な
ど
を
行
い
、
防
災
意

識
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　
女
性
人
材
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
防
災
学
習
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
と
、

女
性
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

や
自
主
防
災
隊
長
と
の
意

見
交
換
会
の
開
催
に
つ
い

て
調
整
を
進
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
自
主
防
災
隊
へ

の
女
性
の
参
画
を
進
め
る

た
め
、
各
種
研
修
会
へ
の

参
加
を
依
頼
す
る
と
と
も

に
、
女
性
の
視
点
に
立
っ

た
避
難
所
運
営
の
検
討
な

ど
を
自
主
防
災
隊
に
引
き

続
き
依
頼
し
て
い
く
。　

そ
の
他
の
質
問

①
学
校
教
育
の
場
で
正
し

い
性
知
識
の
提
供
を　

②
学
校
休
業
日
に
も
放
課

後
児
童
会
の
開
設
を　

③
働
く
女
性
の
健
康
支
援

に
職
場
理
解
の
推
進
を

須藤　京子
自由民主党浜松

地
域
防
災
の
担
い
手
と
し

て
女
性
参
画
推
進
を

「職場で健康講座」のチラシ（抜粋）
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◎一般質問

３
年
４
月
に
市
議
会
議
員
か
ら
提
出
さ

れ
た
「
資
産
等
補
充
報
告
書
」
、
「
所
得

等
報
告
書
」
、
「
関
連
会
社
等
報
告
書
」

を
、
６
月
30
日
か
ら
本
庁
市
政
情
報
室
や

各
区
役
所
の
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
公
開

し
ま
す
。

な
お
、
平
成
29
年
か
ら
２
年
ま
で
に

市
議
会
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
報
告
書
は
、

議
会
事
務
局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

詳
細
は
議
会
総
務
課
へ

　
☎
０
５
３ 

― 

４
５
７ 

― 

２
５
０
５

　

２
年
度
の
政
務
活
動
費
収
支
報
告
書

及
び
証
拠
書
類
の
写
し
を
、
非
公
開
情

報
を
除
き
、
６
月
30
日
か
ら
議
会
事
務

局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
同
日
か

ら
浜
松
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
28
年
度
か
ら
元
年
度
ま

で
の
書
類
の
写
し
も
、
議
会
事
務
局
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

　
詳
細
は
議
会
総
務
課
へ

　
☎
０
５
３ 

― 

４
５
７ 

― 

２
５
０
５

政
務
活
動
費
収
支
報
告
書
等

　
の
写
し
を
閲
覧
で
き
ま
す

資
産
等
の
公
開
に
係
る

　
　
報
告
書
を
公
開
し
ま
す

※
１
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
（　
　
　
ペ
ー
ジ
）

　
「
立
ち
上
げ
」や「
起
業
」な
ど
の
意
味
で
使
わ
れ
る
の
が
一
般
的
で

あ
る
が
、こ
こ
で
は
、社
会
的
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、ベ
ン
チ
ャ
ー

精
神
を
持
っ
て
革
新
的
な
製
品
開
発
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
挑
戦
す
る
企
業

や
、そ
の
概
念
の
こ
と
。

※
２

��

い
っ
か
も
な
い
か
（　
ペ
ー
ジ
）

　　
「
元
気
に
し
て
い
る
か
」と
い
う
意
味
の
水
窪
地
域
の
方
言
。水
窪
地

域
は
、少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
や
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
イ
ベ
ン
ト
中

止
な
ど
に
よ
り
交
流
人
口
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、３
年
度
か
ら

区
課
題
解
決
事
業「
い
っ
か
も
な
い
か
事
業
」と
し
て
、水
窪
出
身
者
な

ど
地
域
を
応
援
し
て
く
れ
る
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
を
強
化
し
て
い
く
。

※
３

�
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
（　

 

ペ
ー
ジ
）

　
地
域
の
持
つ
社
会
的
な
課
題
を
最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用

と
規
制
緩
和
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
、車
の
自
動
走
行

や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
、遠
隔
診
療
や
教
育
な
ど
、革
新
的
な
暮
ら
し

や
す
さ
の
実
現
が
期
待
さ
れ
る
。本
市
で
は
、市
民
か
ら
意
見
を
募
集

し
、国
の
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
型
国
家
戦
略
特
別
区
域
の
指
定
を
目
指
し

て
い
る
。

※
４ＣＦ
（
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
）（　

 

ぺ
ー
ジ
）

　　
群
衆（
ク
ラ
ウ
ド
）と
資
金
調
達（
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
）を
組
み
合
わ

せ
た
造
語
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
、不
特
定
多
数
の
人
か

ら
資
金
を
調
達
す
る
こ
と
。

用

語

解

説

質
問

浜
北
区
の
万
葉
の

森
公
園
で
は
、
市
民
に
よ

る
万
葉
文
化
の
継
承
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
同
園
及

び
同
園
で
の
活
動
と
、
文

化
財
保
存
活
用
地
域
計
画

で
提
示
す
る
ま
ち
づ
く
り

と
の
関
連
は
ど
う
か
。　

答
弁

万
葉
の
森
公
園
及

び
同
園
で
の
活
動
は
、
古

代
の
歴
史
や
文
化
に
関
わ

る
と
い
う
点
に
お
い
て
、

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計

画
で
提
示
す
る
歴
史
・
文

化
・
自
然
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
と
接
点
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
計
画
で
は
、
文
化
財
が

広
く
地
域
振
興
に
役
立
て

ら
れ
る
よ
う
、
文
化
財
的

価
値
に
関
す
る
正
確
な
情

報
を
公
開
・
提
供
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
本
市
で

は
、
多
く
の
古
代
遺
跡
が

発
掘
調
査
さ
れ
、
古
代
史

に
係
る
研
究
が
蓄
積
さ
れ

て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
を

生
か
し
、
同
園
で
の
展
示

や
活
動
に
つ
な
が
る
よ
う

情
報
提
供
に
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
道
路
の
修
繕
履
歴
の
適

切
な
管
理
を　
　
　
　

②
道
路
位
置
指
定
に
関
す

る
課
題
の
解
決
を

③
契
約
終
了
後
の
西
部
清

掃
工
場
の
運
用
方
針
は

太田　康隆
自由民主党浜松

万
葉
文
化
の
継
承
活
動
と

地
域
計
画
と
の
関
連
は

万葉まつり　曲水の宴

８

３
、６

７ ６
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◎特別委員会の活動状況

◆
区
制
度
の
検
討

行
政
区
再
編
協
議
の
行
程
に
の

っ
と
り
協
議
を
進
め
た
結
果
、
９

月
23
日
の
委
員
会
に
お
い
て
、
区

の
再
編
は
必
要
と
結
論
づ
け
ま
し

た
。
ま
た
、
本
件
に
つ
い
て
は
、

全
議
員
が
関
わ
る
べ
き
と
の
結
論

に
至
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
員
協
議

会
で
無
記
名
投
票
を
行
っ
た
結
果
、

有
効
投
票
42
票
の
う
ち
、
必
要

38
票
、
不
必
要
４
票
だ
っ
た
た
め
、

本
市
議
会
と
し
て
区
の
再
編
は
必

要
と
の
結
論
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
本
委
員
会
と
し
て
決

定
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
区
設
置

等
条
例
の
議
決
は
令
和
５
年
２
月

定
例
会
）
に
向
け
て
、
選
択
し
た

区
割
り
案
６
案
を
た
た
き
台
と
し

て
協
議
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

◆
大
都
市
共
通
の
課
題

政
令
指
定
都
市
が
共
同
し
て
行

う
国
へ
の
要
望
活
動
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。

交
通
政
策
・
大
規
模
災
害

対
策
調
査
特
別
委
員
会

大
型
公
共
施
設
建
設

調
査
特
別
委
員
会

行
財
政
改
革
・
大
都
市

制
度
調
査
特
別
委
員
会

◆
交
通
政
策

当
局
か
ら
、
総
合
交
通
計
画
の

見
直
し
及
び
地
域
公
共
交
通
網
形

成
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基
幹
路

線
・
準
基
幹
路
線
・
地
区
内
交
通

の
３
つ
に
区
分
し
、
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
示
す
拠
点
間
を

基
幹
的
な
公
共
交
通
で
結
ぶ
線
的

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
見
直
す
こ
と

な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
大
規
模
災
害
対
策

　
当
局
か
ら
、
新
た
な
災
害
情
報

伝
達
手
段
で
あ
る
デ
ジ
タ
ル
同
報

無
線
戸
別
受
信
機
の
無
償
貸
与
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
委

員
か
ら
は
、
戸
別
受
信
機
設
置
後

の
試
験
放
送
は
ど
の
よ
う
に
行
う

の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
当
局
か

ら
は
、
運
用
開
始
前
に
テ
ス
ト
電

波
の
発
信
試
験
を
実
施
し
、
運
用

開
始
後
も
定
期
的
に
放
送
を
流
す

な
ど
の
試
験
を
実
施
し
て
い
く
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
総
合
戦
略

当
局
か
ら
、
基
本
目
標
達
成
に

向
け
て
第
２
期
か
ら
は
関
係
人
口

の
拡
大
を
新
た
な
視
点
の
一
つ
に

掲
げ
推
進
す
る
と
の
説
明
が
あ
り
、

委
員
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
地
方

回
帰
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
た

め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
の
取
組
を
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
推
進
す
べ

き
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。　

◆
中
山
間
地
域
の
活
性
化

魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
事
例
を

確
認
す
る
た
め
、
天
竜
・
春
野
方

面
を
視
察
し
、
今
後
の
議
論
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◆
四
ツ
池
公
園
ス
ポ
ー
ツ
施
設

当
局
か
ら
、
他
都
市
事
例
を
参

考
に
、
陸
上
競
技
場
の
建
設
費
、

維
持
管
理
費
な
ど
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
ほ
か
、
大
会
開
催
時
に

は
観
客
を
除
き
450
台
分
の
駐
車
場

が
必
要
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
参
考
と
し

て
第
１
種
陸
上
競
技
場
を
整
備
し

た
場
合
の
レ
イ
ア
ウ
ト
が
示
さ
れ
、

現
在
の
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア
に
、
メ

イ
ン
の
公
認
陸
上
競
技
場
と
サ
ブ

ト
ラ
ッ
ク
を
配
置
し
た
上
で
、
駐

車
場
の
確
保
が
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
の
硬
式
野
球
場
の

機
能
・
利
用
状
況
に
つ
い
て
も
説

明
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、
市
営

球
場
に
求
め
る
機
能
は
、
高
校
野

球
県
大
会
以
上
が
開
催
で
き
る
規

模
と
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

◆
新
病
院
建
設

浜
松
医
療
セ
ン
タ
ー
の
経
営
状

況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

地
方
創
生
調
査
特
別
委
員
会

特
別
委
員
会
の
活
動
状
況
　
　

２
年
度
の
活
動
状
況
を
報
告
し
ま
す

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
策

当
局
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
状
況
及
び
対
応
な

ど
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
る
と
と

も
に
、
特
別
定
額
給
付
金
や
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、
安
全
・
安
心
な
飲
食
店

認
証
制
度
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
身
守
り
シ

ス
テ
ム
、
避
難
所
で
の
コ
ロ
ナ
対

応
、
年
末
年
始
の
医
療
体
制
な
ど
、

各
会
派
か
ら
出
さ
れ
た
の
質
疑
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
委

員
か
ら
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
が
な
い
人
で
も
、
必
要
に
応
じ

て
コ
ロ
ナ
対
策
に
関
す
る
情
報
が

得
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
、

商
品
券
の
発
行
を
検
討
し
て
ほ
し

い
な
ど
、
様
々
な
意
見
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
浜
松
医
療
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
つ
い
て
の
講
演
を
聴
講
し
、
感

染
症
病
棟
を
視
察
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
特
別
委
員
会

天竜トライアルオフィスの視察
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〔
5
月
〕

11
日　
各
常
任
委
員
会

13
日　
議
会
運
営
委
員
会

18
日　
議
会
運
営
委
員
会

20
日　
本
会
議（
５
月
定
例
会

　
　
　
開
会・議
案
上
程
）

〔
6
月
〕

２
日　
議
会
運
営
委
員
会

３
日　
本
会
議（
代
表
質
問
）

４
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

7
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

8
日　
各
常
任
委
員
会

15
日　
議
会
運
営
委
員
会

16
日　
本
会
議（
採
決・５
月

　
　
　
定
例
会
閉
会
）

今
後
の
議
会
活
動
の
予
定

紙面に関するお問合せ
浜松市議会事務局　調査法制課
☎０５３－４５７－２５１３

　民衆的工
こうげい

藝を意味する民藝という言葉を生み出した柳
やなぎ むねよし

宗悦による座談会が、昭和
2年1月に尾張町の中

なかむらせい
村精の別荘で行われ、浜松における民藝運動が始まった。中村

は座談会の参加者の1人である内
うちだろくろう

田六郎とともに、柳を有玉の高
たかばやしひょうえ

林兵衛邸に案内し、
古民家と和時計のコレクションを紹介した。和時計とは、昼と夜をそれぞれ6等分
して時間を表す日本独自の時計であり、江戸時代に用いられていたが、明治5年に
日本が１日24時間制を採用すると使用されなくなった。高林コレクションの一つで
ある本作品は、釣

つりがね
鐘の中に文字盤と時間を知らせる仕掛けが施されている。高林と

交流のあった益
ますだたかし

田孝（三井財閥の重鎮）が、昭和4年の茶会で書院に飾った記録が
残る。柳は「其時計のコレクションは正に天下一」と高く評価し、日本独自の科学
的な研究に基づく工藝品の一つとして、民藝品に位置づけた。現在、国立科学博物
館の常設展示室に展示されており、今回の浜松市美術館で開催される「遠州の民藝
展」で里帰り展示を行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　浜松市美術館　「 遠州の民藝展 」　
５月15日(土)から６月27日(日)まで開催　


